
 

第２２９回教育研究評議会＜議事要録＞ 

 

日 時   令和６年５月１３日（月）１４：００～１５：２７ 

場 所   ＜Web 会議により実施（Microsoft Teams を使用）＞ 

本部棟５階 大会議室 

出席者 大谷学長，増永理事，松崎理事，金山理事，椎名理事，大川理事，片岡副学長， 

齋藤副学長，高橋哲副学長，亀井副学長，河野副学長，小俣副学長，三浦副学長， 

鬼形副学長，浅田法文学部長，川路教育学部長，磯村人間科学部長， 

石原医学部長，伊藤総合理工学部長，三原材料エネルギー学部長， 

上野生物資源科学部長，丸橋評議員，縄田評議員，髙橋悟評議員，竹谷評議員， 

山田評議員，小林評議員，富澤評議員，境評議員，浦野評議員，津本評議員， 

半田評議員，黒岩評議員 

オ ブ ザ ー バ ー   千家監事 

〔陪席：企画部長，研究・地方創生部長，教育・学生支援部長，総務部長， 

財務部長，松江地区学部等事務部長，医学部事務部長，監査室長事務取扱， 

事務局次長〕 

 

議決事項１ 職員安全衛生管理規程の一部改正について 

○ 大川理事から資料に基づき職員安全衛生管理規程の一部改正について説明があり，審議の

結果，原案どおり議決された。 

 

議決事項２ 授業料等免除及び徴収猶予規則の一部改正について 

○ 松崎理事から資料に基づき授業料等免除及び徴収猶予規則の一部改正について説明があ

り，審議の結果，原案どおり議決された。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

議決事項３ 大学院授業料等免除及び徴収猶予規程の一部改正について 

議決事項４ 令和６年度大学院修士段階における「授業料後払い制度」の運用にかかる授業料

の延納の期間に関する規程の制定について 

○ 松崎理事から資料に基づき大学院授業料等免除及び徴収猶予規程の一部改正及び令和６年

度大学院修士段階における「授業料後払い制度」の運用にかかる授業料の延納の期間に関す

る規程の制定について説明があり，審議の結果，原案どおり議決された。 

 

議決事項５ 令和７年度入試関係日程の一部変更（案）について 

○ 松崎理事から資料に基づき令和７年度入試関係日程の一部変更について説明があり，審議

の結果，原案どおり議決された。 

 

 

報告事項１ 国立大学法人運営費交付金「ミッション実現戦略分」の評価について 

○ 大川理事から資料に基づき国立大学法人運営費交付金「ミッション実現戦略分」の評価に 

ついて報告があった。 

 

報告事項２ 令和６年度「成果を中心とする実績状況に基づく配分」の評価結果の詳細につい 

て 

○ 大川理事から資料に基づき令和６年度「成果を中心とする実績状況に基づく配分」の評価

結果の詳細について報告があった。 



 

○ 齋藤副学長から令和５年度実績を提出する際に前年度と比較した資料を提供いただきたい

との依頼があり，大川理事から検討したいとの回答があった。 

 

報告事項３ ネーミングライツ事業の実施について 

○ 大川理事から資料に基づきネーミングライツ事業の実施について報告があった。 

○ 浅田評議員から対象とする施設について審議する機会があるのかとの質問があり，大川理

事から企業等から提案を受けた後の交渉時，部局との調整時，公募を決める審査委員会のそ

れぞれにおいて，対象とする施設について検討する機会があるとの回答があった。 

○ 山田評議員から PR活動は誰がどのように行うのかとの質問があり，大川理事から島根大

学 HP への掲載やしまね大交流会での発信など，外部の方と関わる様々な機会をとらえて大

学本部や各部局から多方面にアピールを行いたいとの回答があった。続けて山田評議員から

PR 活動をするために事前に大学から対象施設の提示をした方がよいのではないかとの意見が

あり，大川理事から事前に決めた施設と企業のニーズが合わない可能性もあり，大学の施設

を紹介し，企業が対象としたい施設を聞きながら対象を決める流れを想定しているとの回答

があった。 

○ 三浦副学長から現在のネーミングライツ事業の他に，実験装置等の受入による企業との連

携も検討してはどうかとの意見があった。 

○ 上野評議員から部局が管理している施設が対象となった場合に部局から申請を行うのかと

の質問があり，大川理事からご認識の通りとの回答があった。続けて上野評議員からその場

合，部局にインセンティブがあるのかとの質問があり，学長から検討したいとの回答があっ

た。 

 

報告事項４ 国際交流協定（大学間・部局間）の更新について 

○ 報告事項４は書面をもって報告に代えた。 

 

報告事項５ 教員の採用等について 

○ 報告事項５は書面をもって報告に代えた。 

 

報告事項６ 公的研究費等の不正使用の防止に向けた啓発活動（令和６年度第１四半期）につ

いて 

○ 大川理事から公的研究費等の不正使用の防止に向けた啓発活動（令和６年度第１四半期）   

として公的研究費等の不正使用の防止に関する規則第４章「構成員等の遵守事項」の説明が

あった。 

 


